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第 2022回例会  平成 28年 9月 12日（月曜日）第 9号  

 

本日の例会 ９月１２日（月） 第２例会 

◎ソング 「それでこそロータリー」 

◎卓 話 『イニシャルスピーチ』 

担当：伊藤 雄一会員 

◎本日の献立 おまかせ御膳 

次回の例会 ９月 1４日（水） 第３例会 

◎東輪会合同  シェラトン都Ｈ４階「浪速の間」 

11：30 登録受付 

12：00 食事 

13：00 点鐘～14：30 閉会 

前回の例会 ９月５日（月） 第１例会 

◎ゲスト 

◎ビジター 

 

◎米山奨学生 

ＩＭ4 組ガバナー補佐   林 芳繁様 

大阪東ＲＣ      佐々木恭一様 

大和高田ＲＣ     出川 裕一様 

グオバツキ・ヤクブ・ボイチェフさん 

会長挨拶           小川 高弘会長 

皆さんこんにちは。 

まずは、前回例会欠席をお詫びいたします。なぜか会

長に就任させて頂いてから私事で例会欠席が増えてしま

っています。 

金子副会長には会長挨拶代読有難う御座います。 

さて本日は第３回クラブ協議会が例会後開催されま

す。さて「クラブ協議会」とは何ぞや？「どう言う趣旨

なのか」と言う事で、初心に戻って調べてみました。 

クラブ協議会は英語でクラブ・アセンブリーと言い、開

催頻度はクラブにより異なりますが一般的には６回、当

クラブでは新旧クラブ協議会を含め実際には５回開催さ

れます。 

本日の第３回クラブ協議会の目的は、ガバナー公式訪問

前に、ガバナー補佐同席のもとに開催し、ガバナー補佐

はガバナーに対してクラブの活動状況を報告する。 

協議会です。 

 なお、クラブ協議会の議長を務めるのはクラブ会長で

す。クラブ協議会の出席者は役員・理事・委員長だけの

クラブがありますが、手続要覧には、「クラブの全会員の

出席が要請される」と記されています。すなわち、クラ

ブ協議会では、クラブ全体の活動状況が話し合われるわ

けですから、全会員に出席を要請し、クラブ協議会を会

員がクラブ活動への参画意識を高める場、また会員の教

育の場にすることが望まれます。クラブ協議会開催の際

には、ガバナー補佐・ガバナー補佐エレクトの出席を要

請し、クラブ活動全般についての指導を受けることにな

っています。 

と記載されています。 

詳しくは、「国際ロータリー２６６０地区サイト・ロータ

リー百科事典１５．３」を御確認下さい。 

幹 事 報 告           幹事 中村 徹 

 1. 本日例会終了後、第３回クラブ協議会を５階「カト

レアの間」にて開催致します。林 芳繁バガナー補

佐、百済ガバナー補佐エレクトには、宜しくお願い

致します。理事役員の皆様には、引き続き第３回定

例理事役員会がございますので、宜しくお願い致し

ます。 

出 席 報 告             飯田 委員  

本日の会員数 ２４名 

本日の出席者数 １９名 
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本日の出席規定適用免除会員 １０名 

本日の出席率 ８６．３６％ 

８月８日の修正出席率 ８６．３６％ 

ニコニコ箱報告       岡本慎一 副ＳＡＡ 

小川会長 林ガバナー補佐様、本日のクラブ協議会、宜

しくお願い致します。 

中村幹事 林ガバナー補佐様、百済ガバナー補佐エレク

ト様、本日のクラブ協議会にご臨席賜り誠に

ありがとうございます。 

宮田会員 第１回情報集会に多数のご出席、有難うござ

いました。 

佐藤会員 本日は林ガバナー補佐様にお出でいただき、

ありがとうございます。クラブ協議会、宜し

くお願いします。 

百済会員 林ガバナー補佐本日は宜しくお願いします。 

鈴木会員 情報集会、欠席のお詫び 

伊藤会員 皆様、情報集会お疲れ様でした。歓迎会もし

て頂き有難うございました。 

９月のお祝い     

〇入会記念日 瀧田会員 

〇会員誕生日 林 近藤 藤原 佐藤（各会員） 

〇夫人誕生日 中村 真理様  

〇結婚記念日 細川会員 

〇創業記念日 瀧田会員 

〇８月の内祝いニコニコ 累計 245,000 円 

〇８月のニコニコ箱  57,000 円 累計  403,000 円 

卓 話          担当：岩橋 竜介会員 

熊本被災地視察報告 

《くまもとスマイル・上天草ギョギョギョなバスツアー》 

今年、4 月 14 日木曜日の午後９時 26 分に、熊本を大

きな地震が襲いました。震度 7、マグニチュード 6.5．し

かし、これは本震ではなく、二日後の 16 日土曜日午前 1

時 25 分に、さらに大きな震度 7、マグニチュード 7.3 の

本震が発生。前震で崩壊していたものに加えて、本震が

追い打ちをかけて、熊本全域、大分に至る広範囲に大き

な被害をもたらしました。 

死傷者 88 名。最大時の避難者数は 183,882 人、被害総額

最大 4.6 兆円とも言われる、大きな被害が出ました。 

今回、小川会長、中村幹事、百済ガバナー補佐、佐藤会

員、そして私、岩橋が東大阪中央ロータリークラブを代

表して被災地を訪問し、視察と支援プロジェクトを行っ

てきました。 

8 月 2 日(火)から 3 日(水)にかけて、一泊二日の駆け

足の視察でしたが、大変意義深い時間を過ごすことがで

きました。 

初日は、地震発生後翌日からスタッフを現地に派遣し、

支援を続けてきた日本国際飢餓対策機構のスタッフで、

自身も現地にしばらく滞在して復興支援活動を続けてき

た、鶴浦氏と空港で合流し、レンタカーで一路南阿蘇を

目指しました。現地では現地で被災し、その後復興支援

にあたっている菅原雅子さんに被災地を案内していただ

きました。あちこちで地震で崩れ、さらに追い打ちをか

けた集中豪雨で土砂崩れした現場が見受けられ、特に東

海大学農学部の学生住宅も相当ダメージを受けていまし

た。中でも、完全に崩落した阿蘇大橋の現場ではそのす

さまじさに言葉を失いました。ちょうど、我々が視察し

ているときに川底で人が動いているのが見え、望遠で撮

影したところ、最後まで行方不明であった大学生の乗っ

た車が発見されて、捜索隊が調査しているところに出く

わしました。 
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午後は今回の震災の中心であった益城町を訪問しまし

た。町全体がまだまだ手つかずの状態のところが多く、

復興の遅さに驚きました。未だに、町の体育館には 800

人ほどの方々が避難所生活を続けておられました。地震

直後から、自らも被災者として苦しむ中で、支援活動を

続けてきた中村陽志牧師に当時の様子や、支援の中での

問題など、当事者でしかわからない(メディアも報道しな

い)、赤裸々な問題もお聞きすることができました。極限

状態にあるなかでの人の心のケアも取り組むべき大きな

問題だと覚えました。 

二日目は快晴のお天気のもと、上天草にある水族館「シ

ードナツ」に向かいました。今回の震災のために、姉妹

クラブの台湾鹿港 RC より、復興支援金をお預かりし、当

クラブの支援金と合わせて 50 万円を用い、くまもとスマ

イル主催の親子バスツアーの「ギョギョギョなバスツア

ー」に参加・同行して奉仕を行ってきました。南阿蘇や

益城町を含む被災地から、観光バス 6 台に分乗して子供

だけで約 170 名、保護者やボランティアスタッフも含め

れば 300 人を超える方々が参加し、大いに盛り上がった

イベントとなりました。被災地では、親も子も復興のた

めにリラックスする時間や親子の交流の時間が少なく、

子どもの心が弱くなっているのが現状です。そんな中で、

一日でも親子で一緒に楽しく過ごし、思い出を作ってリ

ラックスしてほしいという主催者の願いが込められたイ

ベントでした。

 

 

わくわくした子供や保護者を入り口で迎え、いざ会場へ。

ゲストには上天草市の堀江隆臣市長が来られていまし

た。我々のそろいのポロシャツを見て、市長もロータリ

アンであることを紹介してくださいました。また、マス

コットキャラクターの「上天草四郎君」も登場。地元の

小学生が、熊本の被災地の子どもを応援するために「よ

さこいソーラン節」を踊って盛り上げてくれましたが、

やはり、一番の盛り上がりはシークレットゲストであっ

た「さかなクン」の登場でした。得意のイラストを描い

て魚の紹介をしたり、プレゼントタイムでも大いに盛り

上がって熱気むんむんでした。さかなクンは、今回のイ

ベントには完全ボランティアで参加してくれました。子

どもや保護者の喜んでいる笑顔は、大阪からはるばる参

加した私たちの心もうれしさで満たしてくださいまし

た。これぞ、奉仕の醍醐味だと実感しました。 

最後には、当クラブで用意した文具のプレゼントを参加

した子どもたちに配って、お見送り。バスが去るまで手

を振って別れを惜しみました。 

今回、私たち 5 名はクラブのメンバーお一人お一人の励

ましをいただいて参加できました。また特に東日本大震

災に続いて、すぐさま募金してくださった鹿港 RC のご支

援を頂戴してできた奉仕活動であると覚えます。ロータ

リーの中心は奉仕活動であるといわれますが、実際行っ

て、見て、聞いて、出会って、お話をしてわかることが

あり、分かったから次にどのようにすべきなのかも学ぶ

ことができました。熊本の復興もまだ始まったばかりで

す。これから秋になり、厳しい冬が来ます。その時に何

をすべきか、どんなことが必要で、私たちに何ができる

のかを今後もクラブとして検討していきたいと考えてお

ります。 
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2016～2017年度 第 3回定例理事役員会議事録 

日 時 2016 年 9 月 5 日(月) クラブ協議会終了後 

場 所 シェラトン都ホテル 5 階 「カトレアの間」 

出席理事 

小川高弘、宮田照男、金子勝信、中村 徹、岩橋竜介、

瀧田浩彦、藤原英夫、佐藤三千秋、百済洋一、 

浅野光男、岩﨑史郎、（計 11 名） 

議 題 

1、会長ノミニー、次年度幹事の件 

⇒先日開催されたパスト会長会議にて、宮田会員が会

長ノミニーに選出され、また宮田会長ノミニーが次年

度幹事として岩橋会員を指名された件を報告しました 

2、雛壇の件 

⇒会員数減少により、会員席に空席が目立つようにな

ったため、会長・幹事・SAA・副 SAA がひな壇に座り、

会長ノミニー、副会長、副幹事は会員席に移ってはど

うかとの、ご提案が理事よりありました。様々な意見

が交わされましたが、試験的に実施することになりま

した。向かって右側席に会長・幹事、左側席に SAA・

副 SAA が座ります。 

3、公徳学園の件（経費・打合せ等） 

公徳学園に会長・幹事・社会奉仕委員長訪問 

（９月 12 日(月)例会後） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊イベントの確認 

＊お菓子の確認にお菓子屋に出向く（までに袋を買う） 

＊ハロウィンの飾りつけは？（ダイソーにあり） 

⇒お菓子、変装衣装については学校側と相談してみます。 

⇒今年度も会員家族も参加することになりました。 

（会員は義務出席）近日中に回覧します。 

4、鹿港 RC 34 周年式典が（11 / 5・6・7）例会・理事

会に重なる件 11/7 休会 or理事会のみ次週 11/14 に延期

の方向で再検討 

⇒鹿港ロータリークラブ訪問は、現時点で会長幹事含め

６名、11/7 は通常例会は開催し、理事役員会を 11/14

に延期することになりました。 

5、IM 会長幹事会の件 

＊日程⇒11/4 金曜日で調整中 

＊会費の件⇒IMRD 会費から徴収することになりました。 

6、東輪会合同例会の件 

人頭分担金  69,000 円（3,000×23 名） 

登録料    39,000 円（3,000×13 名：出席免除会

員を除く） 

ひらおか薪能 10,000 円   計 118,000 円⇒承認 

7、ロータリー公共イメージ協力金の件 

⇒250 円の負担金については承認されました。 
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